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1. 赤司俊介 2016年 5月 

活動性肺結核の診断における QuantiFERON!TB 残血漿中サイトカイン値の有用性の検

討 

第 91回日本結核病学会総会 

 

2. 赤司俊介  2016年 6月 

若年肺結核患者における，ガイドシース併用気管支腔内超音波断層法(EBUS-GS)の有用性

についての検討 

第 39回呼吸器内視鏡学会学術総会 

 

3. 赤司俊介 2016年 11月 

びまん性スリガラス影を呈した心房中隔欠損症の一例 

第 553回呼吸器臨床談話会 

 

4. 赤司俊介 2017年 2月 

IGRA  性 も LTBI として治療を開始しない場合と IGRA  性 も LTBI として治療を

開始する場合 

結核研修セミナー 

 

5. 荒川さやか 2016年 10月 

レスベラトロールによるヒト好塩基球の脱顆粒抑制機序の解明 
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回復期リハビリテーション期間中に正常圧水頭症に対するシャント術を施行した症例の経
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第 53回 日本リハビリテーション医学会学術集会 
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右上肺動脈の発育不全を認めた蔓状血管腫の一例 
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8. 安藤孝浩 2016年 5月 

当院における結核菌血症の検討 
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9. 安藤孝浩 2016年 5月 

喀血を伴う慢性肺アスペルギルス症患者に対する気管支動脈塞栓術の検討 
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12. 伊藤郁乃 2016年 6月 

北多摩北部地域高次脳機能障害支援普及事業の取り組み 第 5回市民交流事業を通して 

第 53回日本リハビリテーション医学会学術集会 
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第 53回日本リハビリテーション医学会学術集会 
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第 70回国立病院総合医学会 

 

19. 扇谷昌宏 2016年 4月 
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第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

20. 扇谷昌宏 2016年 4月 

COPDの呼吸機能の経時的変化と間質性病変についての検討 

第 56回日本呼吸器学会総会 

 

21. 扇谷昌宏 2016年 7月 

急性発症膠原病肺病変との鑑別を要した重症インフルエンザ肺炎の１例 

第 220回関東地方会 

 

22. 扇谷昌宏 2016年 7月 

急性発症膠原病肺病変との鑑別を要したインフルエンザ肺炎の 1例 
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結果に基づく研究～ 

第 70回国立病院総合医学会 

 



24. 大島信治 2016年 4月 

日本における 23価肺炎球菌ワクチンの再々接種の免疫原性と安全性 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

25. 大島信治 2016年 6月 

BTにおける患者選定及び同意取得の実際 

第 65回日本アレルギー学会学術大会 

26. 大島信治 2016年 6月 

気管支サーモプラスティ (BT) における患者選定及び同意取得の実際 

第 65回日本アレルギー学会学術大会 

 

27. 大島信治 2016年 6月 

重症喘息治療の新展開 気管支サーモプラスティ(BT)の実際 気管支サーモプラスティ

(BT)における患者選定及び同意取得の実際 

第 65回日本アレルギー学会学術大会 

 

28. 大島信治 2016年 9月 

日本における 23価肺炎球菌ワクチンの再々接種の免疫原性と安全性 

小金井市医師会講演会 

 

29. 大島信治 2016年 10月 

当院通院中の慢性肺疾患患者における 23価肺炎球菌ワクチンの再々接種の免疫原性および

安全性 

第 65回日本感染症学会東日本地方会学術集会 

 

30. 大田健 2016年 4月 

抗体製剤による新しい喘息治療の可能性 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

31. 大田健 2016年 4月 

アレルギー性鼻炎合併喘息における血清ペリオスチン値を含めたクラスター解析 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

32. 大田健 2016年 4月 

チオトロピウム単剤＋インダカテロール単剤からグリコピロニウム/インダカテロール配合

剤への切り替え効果 



第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

33. 大田健 2016年 4月 

種々の TLR リガンドが気道上皮細胞死に及ぼす効果 － TLR3 リガンドによる Fas 発

現の機能的増強 － 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

34. 大田健 2016年 4月 

びまん性汎細気管支炎に併発した多発肺内腫瘤に対しクラリスロマイシンの中断後再開が

奏功している 1例 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

35. 大田健 2016年 4月 

客観的指標に基づく喘息- COPD オーバーラップ症候群の検出 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

36. 大田健 2016年 4月 

生体肝移植後に発症した肺線維症に対するピルフェニドンの使用経験 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

37. 大田健 2016年 6月 

キノロン系抗菌薬点眼によりアナフィラキシーを発症した 1例 

第 65回日本アレルギー学会学術大会 

 

38. 大田健 2016年 6月 

内服及び吸入用のセフェム系抗菌薬がアナフィラキシーの原因と考えられた 1例 

第 65回日本アレルギー学会学術大会 

 

39. 大田健 2016年 6月 

気管支バイオマーカーとしての血清 TGF-β 

第 65回日本アレルギー学会学術大会 

 

40. 大田健 2016年 6月 

病院スタッフを対象としたアナフィラキシー研修会：参加者アンケートの結果 

第 65回日本アレルギー学会学術大会 

 



41. 大田健 2016年 7月 

アナフィラキシーの原因として魚由来のゼラチンが考えられた 1例 

第 47回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会 

 

 

 

 

42. 大田健 2016年 7月 

びまん性汎細気管支炎(DPB)に併発した多発肺内腫瘤に対してクラリスロマイシンの中断

後再開が著効している 1例 

第 22回マクロライド新作用研究会 

 

43. 大田健 2016年 8月 

喘息治療UPDATE 

第 10回相模原臨床アレルギーセミナー 

 

44. 大田健 2016年 9月 

ALK  性肺腺癌に対してクリゾチニブ使用後 QT 延長を認めた症例 

第170回日本結核病学会関東支部学会   第221回日本呼吸器学会関東地方会 合同学会 

 

45. 大田健 2016年 10月 

アレルギー疾患治療の現状と将来展望- 対症療法から予防と治癒をめざして 

第 60回社会保険指導者講習会 

 

46. 大田健 2016年 11月 

エペリゾンを原因としてアナフィラキシーを発症したと考えられる症例 

第 78回臨床アレルギー研究会 

 

47. 大田健 2016年 11月 

最新の喘息治療 

西東京市学術講演会 

 

48. 大田健 2016年 12月 

喘息治療の現状と将来展望 

平成 28年度日本医師会生涯教育講座 

 



49. 大田健 2017年 2月 

せき・たん・息切れが続いたら 

新宿区牛込保健センター 平成 28年度がん予防教室 

 

50. 太田和秀一 2016年 12月 

覚えよう・身につけよう・検査技術 

平成 28年度第 3回国立病院臨床検査技師会関信支部研修会（講師） 

51. 小川佳亮  2016年 9月 

抗酸菌前処理におけるクロスコンタミネーションについて 

～今回の事例から学んだこと～ 

第 44回国臨協関信支部学会 

 

52. 小川佳亮  2017年 1月 

症例及びインシデント事例報告 

関東信越グループ 平成２８年度臨床検査技師実習技能研修２（講師） 

 

53. 加藤貴史 2016年 4月 

複数年にわたり％1秒量が改善する COPD 症例の検討 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

54. 加藤貴史 2016年 6月 

インフルエンザ A 感染を契機に気管アスペルギルス症を発症し肺 MAC(Mycobacterium 

avium complex)症も増悪した一例 

第 39回呼吸器内視鏡学会学術総会 

 

55. 加藤貴史 2016年 7月 

インフルエンザ後に発症した気管アスペルギルス症の１例 

第 32回 肺真菌症研究会学術集会 

 

56. 上井康寛 2016年 4月 

入院中に NPPV を導入したが在宅人工呼吸療法に移行しなかった COPD 症例の検討 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

57. 上井康寛 2017年 3月 

肺非結核性抗酸菌症に対する化学療法の長期間投与による副作用に関する検討 

第 92回日本結核病学会総会 



 

58. 上司裕史 2017年 2月  

自然経過 再活性化した occult/既往 HBV感染例 

第 57回三多摩肝臓談話会 

 

 

 

59 .川島峻 2016年 7月  

肺アスペルギルス症、続発性気胸の治療に難渋した一手術症例 

第 37 回東京胸部外科懇話会 

 

60. 川島峻 2016年 11月  

喀血の原因となった巨大気腫性肺嚢胞内多形癌の 1例 

第 172回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 

 

61. 川島峻 2016年 11月 

肺門リンパ節のみに癌病巣を認めた原発不明肺腺癌の 1手術例 

第 177回 日本肺癌学会関東支部学術集会 

 

62. 川島峻 2016年 12月 

同一肺葉内に発生した稀な組織型 ある多発肺癌の 1例 

第 57回日本肺癌学会学術集会 

 

63. 川島正裕 2016年 10月 

未治療 病変の縮小傾向が長期確認されている孤立結節型肺Mycobacterium avium症の 1

例 

第 65回 日本感染症学会東日本地方会学術集会 

 

64. 菊地育子 2016年 11月 

患者が点滴を自己抜去した後の看護師の対処行動 

廼 70回国立病院機構総合医学会 

 

65. 木谷匡志 2016年 8月  

fibrosing OP症例の病理提示 

第 9回大阪呼吸器シンポジウム 

 



66. 木谷匡志 2016年 8月 

肺動静脈ろうの 1例 

第 49回呼吸器病理研究会 

 

67. 木谷匡志 2016年 12月  

病理診断の検体について 

第 7回若手のためのびまん肺勉強会 

68. 木谷匡志 2017年 1月 

黄色爪症候群の一例 

第 50回呼吸器病理研究会 

 

69. 日下圭 2016年 12月 

肺非扁平上皮癌患者における CBDCA ＋ PEM 療法に対する BEV の上乗せ効果の検討 

第 57回日本肺癌学会学術集会 

 

70. 河野史歩 2016年 5月 

当院における肺 M. abscessus complex 症の亜種型別の治療効果についての検討 

第 91回日本結核病学会総会 

 

71. 河野史歩 2016年 5月 

慢性肺アスペルギルス症の経過観察中に右完全無気肺を呈した１例 

第 2回 難治性呼吸器感染症マネジメント研究会 

 

72. 小林宏一 2016年 6月 

TGF-β1 induces epithelial-mesenchymal transition and promotes reactivity to CpG 

ODN in human lung adenocarcinoma A549 cells 

第 65回日本アレルギー学会学術大会 

 

73. 小林信之 2016年 11月 

東京における多剤耐性結核の検討 

第 70回国立病院総合医学会 

 

74. 小林信之 2017年 3月 23日 

日本における多剤耐性肺結核の診療実態に関する検討 

第 92回日本結核病学会総会 

 



75. 小林信之 2017年 3月 24日 

日本における多剤耐性結核の診療実態に関する検討 

第 92回日本結核病学会総会 

 

 

 

 

76. 後藤友美子 2016年 9月 

SGLT2阻害薬を追加投与すること 血糖改善がみられた BOT療法中の 2型糖尿病患者に

ついての報告 

第 16回日本糖尿病情報学会年次学術集会 

 

77. 齋藤郁里 2017年 2月 

「急性腹症～いつか役立つ画像の読み方～」 

国立病院関東甲信越放射線技師会「第 5回採用後 3年目研修」 

 

78. 齋藤美奈子 2016年 4月 

23価肺炎球菌ワクチンと 4価インフルエンザワクチンの同時接種の安全性及び抗体価につ

いての臨床研究 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

79. 齋藤美奈子 2016年 6月 

真菌を伴わない粘液栓子を認めた症例の検討 

第 65回日本アレルギー学会学術大会 

 

80. 佐藤俊 2017年 3月 

同時発症した夏型過敏性肺臓炎の姉妹例 

第 160回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会  

 

81. 佐藤亮太 2016年 4月 

抗 ARS抗体 性間質性肺炎の臨床的検討 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

82. 佐藤亮太 2016年 8月 

抗 ARS抗体 性の fibrosing variant organizing pneumoniaが疑われた 1例 

第 9回大阪呼吸器疾患シンポジウム 



 

83. 佐藤亮太 2016年 10月 

慢性夏型過敏性肺炎の 1例 

第 17回東京びまん肺疾患研究会 

 

 

 

84. 島田昌裕 2016年 5月 

当院における結核性胸膜炎の検討 

第 91回日本結核病学会総会 

 

85. 島田昌裕 2016年 6月 

局所麻酔下胸腔鏡を施行した悪性胸水症例の検討 

第 39回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 

 

86. 上甲覚 2016年 9月 

暮しの中の眼科手術用モデル眼 

東京大学眼科茶話会（東京） 

 

87. 新藤直子 2016年 12月 

回復期リハビリの実際と在宅復帰支援 

北多摩北部医療圏脳卒中ネットワーク 都民講演会 

 

88. 鈴川真穂 2016年 4月 

成人重症喘息における血清ペリオスチン, free IgE とオマリズマブ反応性との関連 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

89. 鈴川真穂 2016年 6月 

慢性副鼻腔炎のポリープ中 Mast cell と IgEの分布についての検討 

第 65回日本アレルギー学会学術大会 

 

90. 鈴川真穂 2016年 6月 

気道炎症指標を含めた喘息重症度別クラスター解析 

第 65回日本アレルギー学会学術大会 

 

91. 鈴川真穂 2016年 10月 



上皮間葉転換による A549細胞の LPS感受性の亢進について 

アレルギー・好酸球研究会 2016  

 

92. 鈴川真穂 2017年 1月 

肥満および炎症に関わるサイトカインとアレルギー反応とのかかわりの解析 

第 51回日本成人病(生活習慣病学会)学術集会 

 

93. 鈴木淳 2016年 5月 

多発嚢胞を来した粟粒結核症例の検討 

第 91回日本結核病学会総会 

 

94. 鈴木勇紀 2016年 11月 

左被殻出血により左麻痺と高次脳機能障害を呈した患者に対する介入。-劣位半球症状から

くる不安により在宅生活の支障が生じた事例- 

第 70回国立総合医学会発表 

 

95. 瀬口健至 2016年 4月 

腎盂尿管癌に対する Gemcitabine・Cisplatin併用療法の臨床的検討 

第 104回日本泌尿器科学会総会 

 

96. 瀬口健至 2016年 11月 

当院における腹腔鏡下腎盂形成術の手術成績 

第 30回日本泌尿器内視鏡学会総会 

 

97. 武内美穂 2016年 12月 

看護師が必要としている職場支援と看護師経験年数による特徴. 

第 14回国立病院看護研究学会 

 

98. 武田啓太 2016年 4月 

アゾール耐性 Aspergillus fumigatus の細菌学的・臨床的検討 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

99. 武田啓太 2016年 6月 

消化管開通性確認用カプセル(パテンシーカプセル)誤嚥の 1例 

第 39回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 

 



100. 田下浩之 2016年 4月 

非薬物療法；気管支サーモプラスティの可能性 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

101. 田下浩之 2016年 6月 

当院における気管支サーモプラスティの治療経験 

第 65回日本アレルギー学会学術大会 

102. 田下浩之 2016年 6月 

気管支喘息に対する気管支サーモプラスティの安全性についての検討 

第 39回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 

 

103. 田村厚久 2016年 4月 

肺癌患者における IGRA 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

104. 田村厚久 2016年 5月 

肺癌患者にみられる肺 MAC 症の臨床的特徴 

第 91回日本結核病学会総会 

 

105. 田村厚久 2016年 12月 

肺癌合併肺MAC症の特徴 肺癌切除例における肺MAC症の検討 

第 57回日本肺癌学会学術集会 

 

106. 田村厚久 2016年 12月 

肺癌患者における LTBI 

第 57回日本肺癌学会学術集会 

 

107. 田村厚久 2017年 3月 

肺結核治療から肺癌発症ま 経過を追えた症例の検討 

第 92回日本結核病学会総会 

 

108. 鳥居 俊介 2016年 12月 

臨床的にメトトレキサート関連リンパ増殖性肺疾患と診断した 1例 

第 65回 日本感染症学会東日本地方会学術集会 

 

109.. 豊田光 2017年 3月 



気管支鏡検査中に脳空気塞栓症を来した 1例 

第 160回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会 

 

110. 永井英明 2016年 4月 

HIV感染症と結核 

結核研究所 平成 28年度医学科「医師臨床コース」 

 

111. 永井英明 2016年 5月 

研修医・エキスパート向け抗酸菌症集中セミナー「特殊病態と抗酸菌治療（AIDS、肝腎機

能障害）」 

第 91回日本結核病学会総会 

 

112. 永井英明 2016年 5月 

ランチョンセミナー2 結核の院内感染対策のポイント 

第 91回日本結核病学会総会 

 

113. 永井英明 2016年 5月 

健康寿命延伸社会に向けた取り組みー予防の重要性ー 

Pneumococcal  Disease  Conference Japan 

 

114. 永井英明 2016年 5月 

肺炎球菌ワクチンについての最近の臨床的な話題 

PPV23 Expert Meeting 

 

115. 永井英明 2016年 6月 

教育（ランチョン）セミナー２「肺炎予防戦略を再考する－肺炎球菌ワクチンについての

考え方－」 

第 64回日本化学療法学会総会 

 

116. 永井英明 2016年 6月 

当院における再々接種試験について 

呼吸器感染症ワクチン研究会 2016 

 

117. 永井英明 2016年 7月 

結核の現状と院内感染対策 

第 23回山口県感染制御薬剤師教育セミナー 



 

118. 永井英明 2016年 7月 

リウマチと抗酸菌症 

城東リウマチ治療懇話会 

 

 

 

119. 永井英明 2016年 9月 

HIV感染症と抗酸菌症 

平成 28 年度 良質な医師を育てる研修 肺結核・非結核性抗酸菌症・真菌症―NHO のノ

ウハウを伝える研修 

 

120. 永井英明 2016年 10月 

高齢者におけるワクチンの意義と有用性 

横須賀肺炎球菌ワクチン学術講演会 

 

121. 永井英明 2016年 10月 

ワークショップ４ 肺炎球菌感染症をめぐる最近の動向と課題「予防ー成人における肺炎

球菌ワクチンー」 

第 65 回日本感染症学会東日本地方会総会学術集会 第 63 回日本化学療法学会東日本支部

総会 合同学会 

 

122. 永井英明 2016年 11月 

結核の院内感染対策 

第 15 回 社会医療法人刀仁会研究発表会 特別講演 

 

123. 永井英明 2016年 11月 

新しい IGRAと新しい抗結核薬 

第 43回 東北感染症・化療フォーラム 

 

124. 永井英明 2017年 1月 

スイーツセミナー7「IGRA の適正な解釈と活用について」 

第 28回日本臨床微生物学会総会・学術集会 

 

125. 永井英明 2017年 1月 

肺炎球菌ワクチンの現状と問題点、将来展望 



第 16回東北臨床感染症研究会 

 

126. 永井英明 2017年 3月 

シンポジウム 1 難治性または耐性結核の治療「多剤耐性結核の治療の現状」 

第 92回結核病学会総会 

 

 

127. 仲村泰彦 2016年 4月 

先天性気管支閉鎖症成人手術例の臨床病理学的検討 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

128. 中田博 2016年 11月 

術前放射線化学療法により pCRが得られた下部直腸癌の 1症例 

第 71回日本大腸肛門病学会学術集会 

 

129. 名越咲 2017年 3月 

抗結核薬に対する急速減感作療法 

第 92回日本結核病学会総会 

 

130. 西坂智佳 2016年 6月 

呼吸器疾患における言語聴覚士(ST)介入例の実態調査 

第 53回 日本リハビリテーション医学会学術集会 

 

131. 能戸辰徳 2016年 5月 

気管支結石による喀血に気管支動脈塞栓術が奏功した 1例 

第 623回日本内科学会関東地方会 

 

132. 花村芽衣 2016年 11月 

体性感覚入力が有効なパーキンソン病患者に対する視覚的 CUE 及び体性感覚の同時入力

による歩行練習の効果 

第７０回国立病院総合医学会 

 

133. 花輪智秀 2016年 4月 

抗  MDA5 抗体 性間質性肺炎の臨床的検討  Clinical investigation of interstitial 

pneumonia cases with anti-MDA5 antibody positive 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 



 

134. 比嘉克行 2017年 2月 

前立腺癌治療薬ビカルタミドによる薬剤性肺障害の 1例 

第 171回日本結核病学会関東支部学会  第 223回日本呼吸器学会関東地方会 

 

 

 

135. 比嘉克行 2017年 3月 

画像上、急速に進行したMycobacterium Kansasiiの 3例 

第 92回日本結核病学会総会 

 

136. 久永聖子 2016年 6月 

高感度HBs抗原定量試薬「ルミパルスプレスト HBsAg-HQ」における比較検討 

第 44回国臨協関信支部学会 

 

137. 深見武史 2016年 5月 

非結核性抗酸菌症の外科治療 

第 91回 日本結核病学会総会 

 

138. 深見武史 2016年 5月 

当院における肺M. abscessus症に対する外科治療の検討 

第 91回 日本結核病学会総会 

 

139. 深見武史 2016年 9月 

当院における肺アスペルギルス症手術症例の検討 

第 69回日本胸部外科学会定期学術集会 

 

140. 深見武史 2017年 1月 

術後管理に難渋した肺アスペルギルス症の 1例 

第 2回多摩呼吸器外科医会 

 

141. 福田功 2016年 6月 

「膈」（膈の意味、役割について徹底議論する）：オペ室から届けられた膈理論 

第 67回日本東洋医学会学術集会 

 

142. 藤澤京亮 2016年 11月 



TB-Beads法の基礎的検討 

第 70回国立病院総合医学会 

 

143. 藤田克也 2016年 9月 

デジタル乳房撮影について 撮影条件と画質 

平成 28年度 群馬県マンモグラフィ読影講習会 

 

144. 藤田克也 2016年 11月 

「乳腺２D、トモシンセシス画像の 3装置の比較」 

第 26回日本乳癌検診学会 

 

145. 藤田克也 2016年 11月 

「NEROX線出力アナライザを用いたＸ線撮影装置管理② X線量」 

第 70回国立病院総合医学会 

 

146. 藤田克也 2016年 12月 

デジタル乳房撮影について アナログ比較とデジタルの注意点 

平成 28年度 群馬県マンモグラフィ技術講習会 

 

147. 藤塚史子 2016年 11月 

国立 STの展望～知っておくべきこと 

H28年度国立病院言語聴覚士会研修会 

 

148. 古川雅徳 2017年 2月 

脳卒中回復期患者の麻痺側下肢への機能的電気刺激の即時効果 

第 12回東京都病院学会 

 

149. 蛇澤晶 2016年 4月 

感染性空洞性疾患における喀血の病理 

第 56回 日本呼吸器学会学術講演会 

 

150. 蛇澤晶 2016年 6月 

IPF と鑑別となった NSIP ２例の病理形態 

第 93回 間質性肺疾患研究会 

 

151. 蛇澤晶 2016年 7月 



特発性肺線維症における病理像 

IPF academy in Yamagata 

 

152. 蛇澤晶 2016年 9月 

Erdheim-Chester症候群症例の剖検所見 

第６２回 臨床呼吸器カンファランス 

 

153. 蛇澤晶 2016年 9月 

抗酸菌症および真菌症の病理形態 

第 72回 日本病理学会関東支部学術集会 

 

154. 蛇澤晶 2016年 10月 

慢性過敏性肺臓炎６例の病理 

第 17回 東京びまん性肺疾患研究会 

 

155. 蛇澤晶 2016年 11月 

慢性間質性肺炎２例の病理解説 

第 17回 東北びまん性肺疾患研究会 

 

156. 蛇澤晶 2016年 11月 

肺真菌症と非結核性抗酸菌症の病理 

第 28回 城南肺真菌症研究会 

 

157. 蛇澤晶 2017年 2月 

びまん性肺疾患 3例の病理 

第 26回 白山ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ 

 

158. 蛇澤晶 2017年 2月 

アレルギー性気管支肺真菌症および関連疾患の病理 

はなみずき呼吸器セミナー 

 

159. 蛇澤晶 2017年 2月 

免疫不全時の呼吸器感染症：病理 

第 36回日本画像医学会 

 

160. 蛇澤晶 2017年 3月 



感染性空洞性疾患における喀血の病理 

第 92回日本結核病学会 

 

161. 蛇澤晶 2017年 3月 

Mycobacterium avium complex 症の病理像 

第 92回日本結核病学会 

 

162. 堀部光子 2016年 11月 

肺結核後遺症、合併症の画像診断 

第 23回 Chest Imaging Forum 

 

163. 松井弘稔 2016年 10月 

慢性閉塞性肺疾患(COPD)と栄養状態に関する検討 - 第２報 - 

第 38回日本臨床栄養学会 

 

164. 松木明 2016年 10月 

発熱、血尿、 嚢痛を契機に診断された男性性器結核の 1例 

第 65回 日本感染症学会東日本地方会学術集会 

 

165. 水沼奈津子 2016年 11月 

自己免疫性脳炎後の高次脳機能障害に対する作業療法の関わり 

第７0回国立病院総合医学会 

 

166. 光根歩 2016年 5月 

血清 MAC 抗体価と治療効果の関連についての検討 

第 91回日本結核病学会総会 

 

167. 宮川和子 2016年 5月 

QFT 判定不可例における血清抗 IFN-γ抗体の検討 

第 91回日本結核病学会総会 

 

168. 宮川和子 2016年 5月 

結核性心膜炎の診断補助に心嚢液 IFN-γ 測定が有用と考えられた一例 

第 91回日本結核病学会総会 

 

169. 宮川和子 2016年 6月 



当院 実施した気管支サーモプラスティの有効性についての検討 

第 39回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 

 

170. 宮川和子 2016年 6月 

気管支サーモプラスティが有効と考えられた重症喘息の 2例 

第 65回日本アレルギー学会学術大会 

 

171. 宮川和子 2016年 12月 

当院における気管支サーモプラスティの有効性の検討 

第 57回日本肺癌学会学術集会 

 

172. 森彩  2016年 5月 

間質性肺炎合併肺結核の検討 

第 91回日本結核病学会総会 

 

173. 横山晃 2016年 4月 

続発性気胸に対する胸膜癒着術の臨床的検討 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

174. 横山晃 2016年 5月 

EGFR 遺伝子変異および ALK 癒合遺伝子同時 性肺腺癌に対して EGFR-TKI および 

ALK-TKI を使用した 1例 

第 219回日本呼吸器学会関東地方会 

 

175. 横須賀響子 2016年 12月 

慢性アスペルギルス症を合併した原発性肺癌症例の臨床的検討 

第 57回日本肺癌学会学術集会 

 

176. 横須賀響子 2017年 3月 

悪性腫瘍終末期に結核を発症した症例の臨床的検討 

第 92回日本結核病学会総会 

 

177. 渡邉かおる 2016年 5月 

HIV 感染症合併結核患者における抗レトロウィルス療法開始時期と予後の検討 

第 91回日本結核病学会総会 

 



178. 渡邉かおる 2016年 10月 

自然軽快を得た肺Mycobacterium abscessus subsp.abscessus症の 1例 

第 65回 日本感染症学会東日本地方会学術集会 

 

179.渡邉かおる 2017年 2月 

線香煙による過敏性肺臓炎の 1 例 

第 223回日本呼吸器学会関東地方会 

180. 渡邉かおる 2017年 2月 

線香煙による過敏性肺臓炎の 1例 

第 171回日本結核病学会関東支部学会  第 223回日本呼吸器学会関東地方会 

 

181. 渡邊直昭 2016年 4月 

4価インフルエンザワクチンの有効性と安全性についての臨床試験 

第 56回日本呼吸器学会学術講演会 

 

182. 我妻美由紀 2016年 6月 

呼吸器 症例検討 

第 47回東京都細胞診検査士学術研修会（講師） 

 

183. 我妻美由紀 2016年 10月 

呼吸器細胞診 

平成 28年度東京都細胞診実務者講習会（講師） 

 


